
平成 27年 11月 1日 2さいじょう市議会だより

故 伊藤宏太郎前西条市長

※
議
案
第
98
号
、
名
誉
市
民
の
選
定
に
つ
い
て
の
採
決

結
果
は
、11
ペ
ー
ジ
の
「
議
員
別
議
案
賛
否
一
覧
表
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

名誉市民

議
会
同
意

　

平
成
27
年
９
月
24
日
の
９
月
定
例
会
最
終
本
会
議
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
、
新
市
施
行
後
、

第
１
号
と
な
る
名
誉
市
民
推
戴
の
議
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、
前
西
条
市
長　

伊
藤
宏
太
郎
氏

（
平
成
27
年
２
月
12
日
逝
去
）
を
名
誉
市
民
に
選
定
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
平
成
７
年
か
ら
旧
西
條
市
長
を
３
期
９
年
、
新
西
条
市
の
初
代
市
長
に
就
任
し

て
２
期
８
年
、
実
に
５
期
17
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
政
の
か
じ
取
り
役
を
担
い
、
産
業
や

教
育
、
福
祉
、
防
災
な
ど
の
各
行
政
分
野
に
お
い
て
、
卓
越
し
た
先
見
性
と
行
動
力
で
全
国

に
先
駆
け
た
数
々
の
施
策
を
展
開
し
、
市
が
標
榜
す
る
〝
人
が
つ
ど
い　

ま
ち
が
輝
く　

快
適

環
境
実
感
都
市
〟
の
実
現
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
ふ
る
さ
と
西
条
』
へ
の
い
ち
ず
な
思
い
と
、
温
顔
に
に
じ
む
情
義
の
厚
さ
は
、
衆
目
の

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
市
の
総
合
６
次
産
業
都
市
の
推
進
に
携
わ
っ
た
関
係
者
は
「
西
条

農
業
革
新
都
市
総
合
特
区
指
定
や
地
域
再
生
計
画
の
認
定
は
、
長
年
に
わ
た
る
農
林
水
産
業

へ
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
」
と
た
た
え
、
ま
た
、
平
成
24
年
５
月
に
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
た
福
島
県
相
馬
市
の
立
谷
秀
清
市
長
か
ら
は
「
縁
あ
っ
て
震
災
復
興
に

あ
り
が
た
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
職
員
派
遣
や
支
援
物
資
で
相
馬
市
は
復
興
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
る
。
交
流
は
現
在
も
受
け
継
が
れ
、
両
市
の
絆
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
の
生
前

の
厚
情
に
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
全
身
全
霊
を
傾
け
、
ひ

た
す
ら
公
共
・
公
益
へ
の
貢
献
一
筋
に
歩
ま
れ
ま
し

た
伊
藤
前
市
長
の
崇
高
な
ご
労
苦
に
深
い
敬
意
と
感

謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
偉
大
な
る
足
跡
を
末
永
く

顕
彰
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人がつどい まちが輝く 快適環境実感都市

西条市考古歴史館からの眺望

新市第１号の


